
ＩＣＴ教材「遺伝の規則性についての理解を深めよう」について 

 

１ 校種・教科・学年：中学校・理科（第２分野）・３年 

 

２ 単元名：生命の連続性 遺伝の規則性と遺伝子 

 

３ 単元の目標 

   交配実験の結果等に基づいて、親の形質が子に伝わるときの規則性を見いだす。 

 

４ 評価規準の例 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準 

例 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

遺伝の規則性と遺伝子に関する

事物・現象の特徴に着目しながら、

遺伝の規則性と遺伝子についての

基本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に探究

するために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身に付けている。 

遺伝の規則性と遺伝子に

ついて、観察、実験などを行

い、その結果や資料を分析し

て解釈し、遺伝現象について

の特徴や規則性を見いだし

て表現しているとともに、探

究の過程を振り返るなど、科

学的に探究している。 

遺伝の規則性と

遺伝子に関する事

物・現象に進んで

関わり、見通しを

もったり振り返っ

たりするなど、科

学的に探究しよう

としている。 

 

５ 教材のねらい 

遺伝現象についての実験を行い、実験の結果を分析して解釈し、表現する能力を

育てるとともに、生命の連続性などについて理解させ、これらの事物・現象に対す

る科学的な見方や考え方を養うことを目的として、以下の３つの段階を設定した。 

(1) 遺伝の規則性に関する理解 

復習１及び復習２に取り組むことにより、遺伝の規則性についての理解を深め

るよう促す。また、生徒同士で説明し合う活動をとおして、表現力の育成を図る。 

(2) 遺伝の規則性に関する体験 

生徒は実習に取り組むことにより、遺伝の規則性について体験しながら理解を

深める。 

(3) 遺伝の規則性に関するシミュレーションプログラム 

シミュレーションプログラムでは、多くの試行を短時間に行うよう工夫してい

る。このプログラムを利用して試行回数を増やすことで、表現型の割合が顕性：

潜性＝３：１に近づくことを示す。また、統計学的な考え方の大切さと、プログ

ラミングの有用性を生徒に感じさせる。 

 

６ 本教材を活用した学習指導例（本時の学習指導案） 

 (1) 本時の指導目標 



かけ合わせのモデル実験を行い、規則性をもたらす仕組みを理解し、モデル実

験における試行回数と得られる結果との関係について考察したり説明したりす

ることができる。 

(2) 学習の展開例 
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 学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 

導入 

10分 

・復習問題を解き、規則性をもた

らす仕組みを確認する。 

・規則性をもたらす仕組みについ

て、生徒が互いに説明するなどし

て理解を深めさせる。 

展開 

30分 

・コイン状のディスク 2枚を用

いてかけ合わせのモデル実

験を行い、規則性をもたらす

仕組みを確認する。 

 

 

・表計算ソフトを用いて、かけ

合わせのモデル実験につい

てのシミュレーションを行

い、試行回数と得られる結果

との関係について考察し、自

らの考えを説明する。 

・かけ合わせのモデル実験におけ

る試行回数と得られる結果との

関係に気付かせたり、モデル実験

の操作や結果が何を意味するか

などを考えさせたりして、探究の

過程を意識した学習活動を展開

する。 

・表計算ソフトのランダム関数を

使用した簡素な原理のシミュレ

ーションプログラムを用いる。 

・生徒にランダム関数の使い方を

説明するなどして、表計算ソフト

の有用性を示すことも考えられ

る。 

まとめ 

10分 

・分離の法則について理解する

とともに、生物は親から遺伝

子を受け継ぎ、遺伝子は世代

を超えて伝えられることを

確認する。  

・遺伝子の本体がＤＮＡという物

質であることにも触れる。 


